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擁童協会設立 120 年、西濃サンホーム設立 20 年を迎えて 

明治 33 年擁童協会設立当時の写真

 社会福祉法人擁童協会は、明治 33 年の創立より 120 年を迎えました。また、西濃サンホームは平成 12 年の

開設より 20 年を迎えました。日頃よりご協力いただいております利用者様、ご家族様、地域の関係者の方 

々に厚くお礼申し上げます。 

 西濃サンホームでは開設以来、皆様のご指導をいただきながら障害を持つ方への支援を進めてまいりまし

た。 時代の変化、法律の改正による制度の変化など福祉サービスの内容は時代とともに変化してまいります。 

 最近では「生きにくさ」、「孤立」を感じられている人たちがたくさんいるといわれています。地域の困りご

とを「我がこと」とお互い助け合う互助・共助の大切さ、地域 

のつながりがあらためて求められています。 

 障害のあるかたをはじめ誰もが不安なく自立した生活を送る 

ことができ、自分らしく活躍できる街、職員のみなさんが誇り 

をもって活躍できる職場を目指してまいります。 

 今後とも皆様の暖かいご支援を頂きたくお願い申し上げ、 

挨拶とさせていただきます。 

社会福祉法人擁童協会 理事長 河瀨 治行 

 昨年 10 月で西濃サンホームは開設 20 年を迎えることができました。皆様のあたたかい支援にこころから

感謝いたします。 

 あっというまの 20 年です。これほどまでに福祉の世界が変化した年月はなかったのではないでしょうか。 

 サービスを利用される方も多くなりました。障害をお持ちの方であればあらゆる方が対象になります。 

そして私たちの施設でもいろいろなことがありました。嬉しかったこと、悲しかったこと、困難、実現でき

たこと、亡くなられた方との思い出と悲しさ…。利用者さん、職員と一緒にたくさんのことを経験し乗り越え

今があります。 

 利用者さん、ご家族、地域の方々、何より職員の皆がこの 20 年を支えてくれました。私たちの仕事を静か

に待ってくれる利用者さん、そんな状況を暖かく見守りご理解を

いただいているご家族、チームワークと工夫で日々支援を行う職

員の皆さん、本当に感謝します。 

                  重度化、高齢化、医療的ケアの拡大、人員確保など課題はたくさ

んあります。今までの概念にとらわれない発想、新技術の導入など

で職員一同力を合わせて頑張ってまいります。 

西濃サンホーム 施設長 近藤晃太郎 
平成 12 年 10 月 1 日 

 【 西濃サンホーム竣工式 】 

明治 33 年 擁童協会設立当時の写真 

【 食事の風景 】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「西濃サンホーム開所２０年を祝う会」を令和２年１１月２６日に開催しました。 

当日は、利用者と職員とでお花紙を使用して作った、大きな西濃サンホームの壁作品を飾りました。式典では

開所当初よりみえる利用者の紹介と職員の永年勤続表彰を行いました。また、くす玉割りやマグロの解体ショー

が行われ、皆さんと共に喜び、２０年の節目を祝うことができました。 

西濃サンホーム開所２０年を祝う会 

永年勤続表彰者 

 ２０年 坪井登久 近藤満喜子 河瀬学 所高代 御田村茜 柏原田香子 早野清美 

 杉山三保子 山本順子 山本格生 

 １０年 井上史郎 小寺久美子 村瀬敬子 牛丸愛 井上智子 

  ５年 小川博幸 木原菜摘 

  ３年 須原伸子 山田みち子 



 

安心と安全のために 

感染症対策に取り組んでいます 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスをはじめとする感染症の発生と拡大を防ぐため、西濃サンホームでは様々な対策に

取り組んでいます。 

利用者の些細な体調変化を見逃すことが無いよう、1 日 2 回の検温を行い健康管理を行っています。利

用者の方にもマスク着用の声掛けや介助を行っています。 

感染対策チームを設置し、継続的に会議を開催しており、マニュアル作成を行い正確な初動対応や防護

服着用の訓練を行っています。また、職員への感染対策の再徹底と周知ができるよう、専門家からのビデ

オ研修を受け、職員一丸となって感染予防に努めています。 

マスクや防護服、消毒等についても十分に備蓄しており、不足が出ないよう手配をしています。『令和 2

年度新型コロナウイルス感染症緊急包括交付金』を活用し、サーモマネージャー【非接触式体温検知器】や

自動手指消毒器を購入し、職員の体調管理にも気を付けています。 

利用者、ご家族、関係者の皆様のご理解とご協力に感謝いたします。今年も一人ひとりが感染予防の意識

を持ち、日々の業務に励み引き続き対策の強化を図ってまいります。 

検温と体調確認 防護服 着用訓練 

非接触型体温計 

出勤時の職員の検温実施 

リモートでの会議や研修に参加 

「Zoom」を活用して、新しいスタイルで対応 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入所ご家族 様               デイサービスご利用者 様  

１０月 切手・果物              １０月 ボックスティッシュ 

     １１月 野菜・果物               １１月 アルコール消毒液・マスク 

     １２月 果物                 １２月 カレンダー  

                            

                       

                       

              

ご寄付ありがとうございます 

山本聡史のなるほど・ザ・〇〇 

 よく結婚式やお祝いの席にシャンパンを飲まれる方が多いと思いますが、本来ならシャンパンとは言わず、

スパークリングワインと言うのが正しいでしょう。 

フランスのシャンパーニュ地方で特許にもなっている独自の製法で作られたものをそれがシャンパンであっ

て、それ以外はすべてスパークリングワインだからです。 

身近なものでは通称「ドンペリ」と呼ばれるドン・ペリニョンは、真にシャンパンの王様と言っていいでし

ょう。 

毎年、１２月に揖斐川町の障害のある方や福祉施設の方が集まり、

西濃サンホームにて揖斐川町社会福祉協議会主催のクリスマス会が

行われていました。 

今年は、感染症対策の為、クリスマス会は中止となりました。寂し

く思っていましたが、揖斐川町社会福祉協議会より、歳末たすけあい

募金運動の寄付から、クリスマスプレゼントにと、ご利用者の皆さん

へボックスティッシュを頂きました。 

クリスマスプレゼント 

令和２年１１月３日 岐阜県社会福祉協議会主催のアンガーマネジ

メント研修に参加しました。 

怒りにまかせて出てしまった一言で信用を失うこともあるが、いざ

という時に、怒る事も必要です。その場で何も言えずに悔やむ事や相

手を脅かしたり物を傷つけることもなく、感情を上手くコントロール

し言葉で伝えていくことを学びました。また、自分の感情に伴う言動

についても責任をもつことの重要さも学びました。 

この研修を通して、自分自身を見直す事ができ、有意義な研修を受

講することができました。        支援員 小川 博幸 

アンガーマネージメント研修 

頂いたお野菜は、おでんや煮物にして 

みんなで美味しくいただきました。 


